
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
沼

　
　
　
　

札
幌
市
の
南
部
、
漁い

さ
り

岳だ
け

　
　
　

の
北
方
約
5
㎞
に
あ
り
、

　
　
　

南
区
と
恵
庭
市
の
境
界
に

　
　
　

位
置
す
る
空そ

ら

沼ぬ
ま

岳だ
け

。
標
高

千
二
百
四
十
九
ｍ
。
山
頂
近
く
に

万ば
ん

計け
い

沼ぬ
ま

、
長な

が

沼ぬ
ま

、
真ま

簾み
す

沼ぬ
ま

な
ど
が

あ
り
、
恵
庭
側
に
は
空そ

ら

沼ぬ
ま

が
あ
り

ま
す
。
真ま

駒こ
ま

内な
い

川が
わ

、
万ば

ん

計け
い

沢さ
わ

川が
わ

、

湯ゆ

の
沢さ

わ

川が
わ

な
ど
の
源
流
も
あ
り
、

水
に
恵
ま
れ
て
い
る
山
で
す
。

　

空
沼
岳
山
頂
か
ら
、
札さ

っ

幌ぽ
ろ

岳だ
け

方

面
へ
約
3
㎞
、
1
時
間
30
分
ほ
ど

進
む
と
、
右
手
に
小
さ
な
沼
が
見

え
て
き
ま
す
。
こ
の
沼
は
、
形
状

が
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
に
似
て
お
り
、
登

山
者
か
ら
「
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
沼
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

国
土
地
理
院
発
行
の
地
形
図
に

沼
の
位
置
は
描
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
名
称
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
、
平
成
18
年
9

月
1
日
に
発
行
さ
れ
た
地
形
図
に
、

「
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
沼
」
と
初
め
て
沼

の
名
前
が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

札
幌
市
周
辺
に
は
、
空
沼
岳
や

札
幌
岳
の
ほ
か
、
手て

稲い
ね

山や
ま

、
朝あ

さ

里り

岳だ
け

、
無む

意い

根ね

山や
ま

、
余よ

市い
ち

岳だ
け

な
ど
の

千
ｍ
を
超
え
る
山
が
あ
り
ま
す
が
、

尾
根
伝
い
に
い
く
つ
か
の
山
頂
を

歩
く
縦
走
で
き
る
登
山
コ
ー
ス
は

空
沼
岳
と
札
幌
岳
を
結
ぶ
こ
の
コ

ー
ス
だ
け
で
す
。

　

登
山
口
か
ら
空
沼
岳
山
頂
ま
で

約
3
時
間
20
分
。
山
頂
か
ら
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
沼
ま
で
は
約
1
時
間
30
分
。

万
計
沼
、
真
簾
沼
を
眺
め
、
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
沼
ま
で
の
登
山
や
、
体
力

に
自
信
の
あ
る
人
は
札
幌
岳
ま
で

縦
走
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

見る・知る・遊ぶ
ふるさと㉑

まちづくりに私たちの意見を！　〔12/2〕

▲部活動や総合学習について発表する藤野中学校生徒
▲お互いの発表について
　意見交換をしました

▲

これからも、仲間とともに学び続けます　〔11/22〕

み
ん
な
笑
顔
で
、
修
了
お
め
で
と
う
！

▲　南区民センターで、南区
緑苑大学（高齢者教室）
の修了式が行われました。
受講した50人全員が修了
証書を受け取り、陶芸や
俳句、郷土史などの学習を
振り返りながら、半年間の大学生活の思
い出を語り合っていました。修了生の多
くはＯＢ会に参加し、これからも交流を
深めます。

国
土
地
理
院「
札
幌
岳
」2
万
5
千

分
の
一（
平
成
16
年
10
月
1
日
発

行
）

国
土
地
理
院「
札
幌
岳
」2
万
5
千

分
の
一（
平
成
18
年
9
月
1
日
発

行
）

至　札幌岳

至　空沼岳

　藤野地区センターで「ふ
るさとふじの子ども会議」
が開催されました。地域の
小・中学生が「私たちの学
校自慢」をテーマに、藤野
の良さを見つけたことや、
地域のために自分たちが行
ったことなどを発表しまし
た。その後、参加者同士が
藤野のまちづくりについて
意見交換をしました。
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